
                     

              

                

 

                           

                           
 

市
内
４
つ
の
駅
頭
で
早
朝
宣
伝 

 

１
月
１
０
日
北
九
州
地
域
で
、
「
北

九
州
春
闘
連
絡
会
議
」
の
新
春
宣
伝
行

動
が
門
司
・
小
倉
・
戸
畑
・
黒
崎
駅
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

全
労
連
は
、
２
０
１
９
年
国
民
春
闘

を
、
「
消
費
税
上
げ
る
な
！
賃
金
上
げ

ろ
！
憲
法
変
え
る
な
！
政
治
を
変
え

ろ
！
労
働
者
の
声
で
世
論
を
動
か
す

春
闘
」
を
合
言
葉
に
大
幅
賃
上
げ
や
長

時
間
労
働
是
正
、
改
憲
阻
止
を
目
指

し
、
運
動
の
強
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。 

内
部
留
保
の
２
％
で
２
万
円
賃
上
げ 

 

安
倍
政
権
の
も
と
大
企
業
は
、
空
前

の
利
益
を
上
げ
、
内
部
留
保
は
４
４
３

兆
円
と
た
め
込
む
一
方
で
、
労
働
者
の

賃
金
は
実
質
下
が
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
も
内
部
留
保
は
、
２
０
兆
円
以

上
が
毎
年
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
見
れ
ば
そ
の
１
％
４
兆
円
を
賃

金
と
し
て
労
働
者
に
還
元
し
て
も
企

業
の
経
営
が
悪
化
す
る
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。 

景
気
回
復
の
た
め
に
も
月
額
２
万

円
以
上
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。 

 
政
治
を
変
え
て
平
和
を
守
ろ
う 

 

安
倍
政
権
は
、
平
和
憲
法
を
踏
み
に

じ
り
、
森
友
・
加
計
問
題
で
は
、
民
主

主
義
を
冒
涜
す
る
行
為
を
行
っ
て
い

ま
す
。
社
会
保
障
な
ど
の
国
民
に
切
実

な
財
源
は
、
抑
制
す
る
一
方
で
防
衛
費

だ
け
は
増
え
続
け
５
兆
円
を
は
る
か

に
超
え
て
い
ま
す
。 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
言
わ
れ
る
ま

ま
に
Ｆ
３
５
戦
闘
機
を
１
０
０
機
以

上
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
（
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
で
２
７
兆
円
も

ア
メ
リ
カ
製
の
兵
器
を
購
入
し
ま
す
。 

し
か
し
、
沖
縄
県
知
事
選
で
の
勝

利
、
そ
の
後
の
市
町
村
の
首
長
選
挙
で

大
き
な
共
同
が
広
が
り
、
憲
法
改
正
の

国
会
で
の
議
論
に
は
、
歯
止
め
を
か
け

て
い
ま
す
。 

 

市
長
選
も
要
求
前
進
の
運
動 

 

１
月
２
７
日
北
九
州
市
長
選
挙
が

あ
り
ま
す
。 

今
の
市
長
は
、
当
初
「
ハ
ー
ト
フ
ル
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、「
採
算

の
取
れ
な
い
大
型
箱
物
へ
の
税
金
投

入
を
止
め
る
。
子
育
て
日
本
一
」
な
ど

の
公
約
で
当
選
し
、
１
期
目
は
、「
生

活
保
護
行
政
に
見
直
し
や
中
学
校
給

食
実
現
」
な
ど
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
、
今
は
下
関
・
北

九
州
道
路
建
設
推
進
と
大
型
開
発
優

先
へ
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
現
状
を
変
え
よ
う
と
早

朝
宣
伝
で
は
、
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

足
を
止
め
、
訴
え
を
聞
い
て
く
れ
る

市
民
も
い
て
充
実
し
た
行
動
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 
 

２０１９年 １月号 Ｎｏ．１４７号 

発 行  北九州地区労働組合総連合 

連絡先  北九州市小倉北区黄金１－４－９－２０７号 
 メール   k_roren@ybb.ne.jp  093-921-0747 
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http//www.geocities.jp/k_roren/ 

２０１９年 １月１８日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４７（1） 

１・１０早朝宣伝は市内４つの駅頭で 
２６人が参加 ６７５枚のチラシを配布 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
２
０
１
９
年
春
闘
を
、「
か
ち
と
ろ
う 

大
幅
賃
金
引
き
上
げ
、
８
時
間
働
い
て
人
間
ら
し
く

く
ら
せ
る
社
会
」「
と
め
よ
う 

ア
ベ
９
条
改
憲
、
消
費
税
増
税
」「
職
場
と
地
域
か
ら
の
共
同
の
た
た
か
い
で
、
未
来
を

切
り
拓
こ
う
」「
北
九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
年
あ
け
早
々

の
１
月
１
０
日
早
朝
新
春
宣
伝
行
動
を
成
功
さ
せ
、
春
闘
で
の
要
求
前
進
を
目
指
す
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

雨
あ
が
り 

 

５
０
歳
半
ば
と
な
り
健
康
診
断
の

結
果
を
見
る
と
「
ふ
と
り
ぎ
み
」
か
ら

「
ふ
と
り
す
ぎ
」
と
い
う
診
断
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
た
な
運
動
を
す
る
と
腰
痛
や
膝

痛
な
ど
の
発
症
も
心
配
さ
れ
る
の
で

一
番
簡
単
な
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
日
１

万
歩
の
目
標
」
を
初
め
て
１
年
半
が
経

過
し
ま
し
た
。 

 

雨
の
日
は
傘
を
さ
し
、
真
夏
は
夕
方

の
涼
し
い
と
き
に
、
雪
の
時
は
長
靴
を

は
い
て
、
妻
と
の
休
日
の
大
型
店
舗
で

の
買
い
物
の
時
は
、
特
に
用
事
も
な
い

の
に
店
の
中
を
何
度
も
行
っ
た
り
来

た
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
使
わ
ず
に

階
段
を
歩
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
夕

暮
れ
も
早
い
た
め
蛍
光
グ
ッ
ズ
を
両

手
に
つ
け
て
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
歩

い
て
い
ま
す
。
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
日

１
万
歩
の
目
標
」
は
、
９
割
程
度
は
達

成
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
の
健
康
診
断
で
は
、
少
し
高
か

っ
た
血
圧
は
正
常
値
に
、
医
者
か
ら
は

「
体
重
の
割
に
内
臓
脂
肪
が
少
な
い

で
す
。
ジ
ム
に
行
っ
て
い
る
の
で
す

か
」
と
い
う
診
断
結
果
で
し
た
。 

 

「
ふ
と
り
す
ぎ
」
か
ら
「
ふ
と
り
ぎ

み
」
に
は
な
る
よ
う
に
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
１
日
１
万
歩
の
目
標
」
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
征
） 

 

２０１９ 
春闘始動 



し
た
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
」
を
教
訓
に
見
せ
か
け
の

規
制
と
「
企
業
が
一
番
活
躍
し
や
す

い
国
を
つ
く
る
」
た
め
の
労
働
者
へ

の
毒
を
ま
ぜ
こ
ぜ
に
し
、
９
つ
の
法

律
が
関
連
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

一
括
で
徹
底
審
議
も
せ
ず
強
行
し
た

こ
と
は
、
国
会
軽
視
・
民
主
主
義
無

視
で
す
。 

し
か
し
、
法
案
強
行
の
中
で
全
労

連
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
で

労
働
時
間
や
有
給
休
暇
等
に
関
す
る

法
制
度
な
ど
で
歯
止
め
を
か
け
て
い

ま
す
。 

３
６
協
定
の
締
結
と
労
働
基
準
局

へ
の
届
け
出
は
同
じ
で
す
が
、「
特
別

条
項
の
内
容
を
明
記
す
る
こ
と
が
必

要
」
に
な
り
、
休
日
労
働
も
こ
れ
ま

で
対
象
外
で
し
た
が
、
時
間
外
に
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。 

３
６
協
定
指
針
に
は
、
限
度
時
間

を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
講
ず

べ
き
「
健
康
福
祉
確
保
措
置
」
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
・
深
夜
業
回
数
規
制
、

一
定
時
間
超
え
た
労
働
者
へ
の
医
師

の
面
接
指
導
、
代
償
休
日
・
特
別
休

暇
な
ど
も
締
結
が
留
意
す
べ
き
事
項

と
な
っ
て
お
り
、
春
闘
に
向
け
労
働

組
合
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
だ
と

確
信
で
き
た
１
日
総
行
動
の
締
め
の

学
習
会
で
し
た
。 

  

                           

                          

                          

                          

                             

２０１８年１２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４６（2） 

 
公
契
約
条
例
で
９
割
が 

改
善
に
つ
な
が
る
と 

 

北
九
州
市
へ
の
要
請
で
は
、
公
契

約
条
例
制
定
や
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
実
現
、
学
校
給
食
の
民
間
委

託
中
止
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

直
方
市
で
は
、
公
契
約
条
例
を
制

定
し
、
委
託
関
連
企
業
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
成
果
が
あ
っ

た
」
が
５
割
で
、「
今
後
期
待
で
き
る
」

が
４
割
を
超
し
て
い
ま
す
。
前
回
「
期

待
で
き
な
い
」
と
答
え
た
企
業
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
ゼ
ロ
で
あ
り

条
例
制
定
が
労
働
条
件
改
善
に
プ

ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。 

ま
た
、
最
低
賃
金
問
題
で
は
、
学

童
保
育
に
関
わ
る
役
員
か
ら
「
指
導

員
を
職
安
で
募
集
し
て
も
集
ま
ら

な
い
。
時
給
が
安
く
３
時
間
か
ら
４

時
間
の
雇
用
。
正
規
で
も
月
額
１
５

万
円
で
生
活
で
き
な
い
。
学
童
保
育

が
成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
深
刻
な

実
態
を
訴
え
全
国
一
律
最
低
賃
金

見
直
し
の
時
期
で
あ
り
、
拙
速
す
ぎ

る
こ
と
と
調
理
パ
ー
ト
の
職
が
な
く

な
る
こ
と
は
、
パ
ー
ト
の
雇
用
が
な

く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
首
切
提
案
で

も
あ
る
こ
と
な
ど
訴
え
ま
し
た
。 

雇
用
開
発
課
と
教
育
委
員
会
は
、

「
要
請
は
し
っ
か
り
伝
え
て
、
今
後

に
生
か
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 働
き
方
改
革
の
前
進
面
と
、
４
月

施
行
に
向
け
た
た
た
か
い
か
た 

 

１
８
時
半
か
ら
は
、
戸
畑
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
に
ど
う
対
抗
・
対
応
す
る
か
、

全
労
連
雇
用
労
働
法
制
局
長
の
伊
藤

さ
ん
を
お
呼
び
し
て
学
習
し
ま
し

た
。 第

一
次
安
倍
政
権
が
導
入
に
失
敗

制
度
実
現
と
時
間
給
１
０
０
０
円
を

求
め
ま
し
た
。 

 給
食
は
、
食
育
！
委
託
撤
回
を 

 

学
校
給
食
の
民
間
委
託
が
１
１
月

２
８
日
に
教
育
委
員
会
か
ら
提
案
さ

れ
、
市
職
労
と
学
嘱
労
が
交
渉
を
し
て

い
ま
す
が
、
地
区
労
連
と
し
て
も
子
ど

も
た
ち
の
食
育
と
し
て
の
給
食
を
守

る
立
場
と
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の
権

利
を
擁
護
す
る
立
場
で
要
請
を
行
い

ま
し
た
。 

現
在
１
２
６
校
が
委
託
さ
れ
、
今
回

４
校
が
委
託
さ
れ
れ
ば
離
島
と
分
校
、

特
別
支
援
を
除
く
全
て
の
学
校
が
委

託
と
な
り
ま
す
。
委
託
が
順
調
か
と
言

う
と
こ
れ
ま
で
独
自
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
衛
生
管
理
や
調
理
手
順
で
様
々

な
問
題
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
へ
も
改

善
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
今
年
４
月
か

ら
は
、
正
規
の
調
理
員
に
仕
事
が
付
加

さ
れ
給
食
管
理
士
と
し
て
、
委
託
給
食

の
実
態
を
訪
問
し
て
調
査
し
、
改
善
を

求
め
る
制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
ま
た
、
来
年
度
は
２
６
校
が
契
約

１
１
月
３
０
日
、
２
０
１
８
秋
季
・
年
末
闘
争
で
「
安
倍
改
憲
・
労
働
法
制
改
悪
Ｎ
Ｏ
、
賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
地

域
活
性
化
」
な
ど
の
要
求
課
題
で
北
九
州
地
区
労
連
は
、
一
日
地
域
総
行
動
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
述
べ
１
２
０
人
が

参
加
し
、
早
朝
の
門
司
・
小
倉
・
戸
畑
・
黒
崎
駅
で
の
宣
伝
行
動
を
皮
切
り
に
北
九
州
市
の
雇
用
開
発
課
や
教
育
委
員

会
そ
し
て
商
工
会
議
所
へ
の
要
請
を
行
い
、
１
８
時
半
か
ら
は
、「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
問
題
点
と
勝
ち
取
っ
た

成
果
を
学
習
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
か
す
こ
と
が
必
要
か
を
学
び
ま
し
た
。 

 

 

働き方改革一括法とのたたかいについて学習 
確信の持てる学習会でした。 

公契約条例、全国一律最賃制度、民間委託を

中止し。直営に戻せ。 

１１．３０一日行動は、市内四つの駅頭で 

７：００から早朝宣伝を取り組みました。 



               

 

            

 

                             

                        

な
が
た
市
長
実
現
を
め
ざ
す
北

九
州
労
働
者
の
会
は
、
１
月
１
６

日
（
水
）
１
８
時
３
０
分
か
ら
小

倉
北
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル
で
、「
な
が
た
市
長
実
現

を
め
ざ
す
北
九
州
労
働
者
総
決
起

集
会
を
開
き
ま
し
た
。 

こ
の
集
会
に
は
、
北
九
州
地
区

労
連
参
加
の
労
働
組
合
や
国
労
北

九
州
地
区
本
部
、
西
鉄
、
製
鉄
な

ど
か
ら
１
０
０
人
を
超
え
る
労
働

者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
健
和
会
労
組
安
達

委
員
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
冒

頭
北
九
州
地
区
労
連
永
冨
議
長
の

開
会
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
福
岡
県

労
連
懸
谷
副
議
長
に
よ
る
激
励
挨

拶
、
そ
の
後
、
笑
顔
と
希
望
の
会

の
石
田
代
表
委
員
か
ら
、
北
九
州

市
長
選
挙
２
つ
の
争
点
に
つ
い
て

説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
つ
の
争
点
は
、
①
安
倍
政
治

言
い
な
り
の
市
長
か
市
民
の
声
を

掲
げ
き
っ
ぱ
り
と
モ
ノ
を
言
う
市

長
か
。
②
２
，
０
０
０
億
円
の
下

関
北
九
州
道
路
よ
り
く
ら
し
、
福

祉
、
防
災
対
策
を
応
援
す
る
市
長

を
。
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
が
あ
り
、
嘘
と
ご
ま
か
し
の
市

政
は
安
倍
政
治
だ
け
で
は
な
く
、

北
九
州
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
三
大
公
約
を
投
げ
捨
て
ス
タ

ジ
ア
ム
や
下
関
北
九
州
道
路
、
ア

ク
セ
ス
鉄
道
建
設
な
ど
に
手
を
染

め
て
い
る
が
法
定
ビ
ラ
や
個
人
ビ

ラ
に
は
一
切
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず

争
点
隠
し
を
し
て
い
る
こ
と
。
を

事
実
に
基
づ
き
説
明
。 

な
が
た
市
長
の
誕
生
で
、
税
金

の
使
い
方
を
変
え
る
こ
と
で
中
小

企
業
、
働
く
者
、
子
ど
も
、
高
齢

者
女
性
が
元
気
に
な
る
。
子
ど
も

医
療
費
を
中
卒
ま
で
完
全
無
料
、

商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
制
度
の
創

設
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設
、

公
契
約
条
例
の
制
定
、
民
間
委
託

を
止
め
直
営
に
戻
す
等
１
０
の
重

点
公
約
を
直
ち
に
実
施
。
財
源
も

示
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
い
報
告
で

し
た
。 

 

参
加
団
体
か
ら
、
職
場
の
状
況
、

労
働
者
の
要
求
な
ど
に
つ
い
て
、

健
和
会
労
組
、
福
建
労
北
九
州
支

部
、
国
労
北
九
州
地
区
本
部
、
年

金
者
組
合
、
全
教
北
九
州
、
北
九

市
職
労
な
ど
か
ら
報
告
が
有
り
、

「
こ
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に

も
、
市
長
選
挙
で
の
勝
利
を
」
と

決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

行
動
提
起
は
北
九
州
地
区
労
連

堀
田
事
務
局
長
が
行
な
い
、「
①
支

持
拡
大
（
声
か
け
）
運
動
に
全
力

を
あ
げ
よ
う
、
②
小
倉
駅
前
デ
ッ

キ
で
の
１
・
２
０
市
長
選
勝
利
労

働
者
大
宣
伝
行
動
に
最
大
限
の
結

集
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

最
後
に
今
回
結
成
さ
れ
た
「
北

九
州
労
働
者
の
会
」
の
活
動
を
今

後
と
も
継
続
さ
せ
る
こ
と
も
提
案

さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
の
行
動
が
終
わ
り
、
駆
け

つ
け
た
な
が
た
浩
一
市
長
候
補
と

宇
土
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
候
補

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
県
労
連
か
ら
な
が
た
候

補
に
対
す
る
推
薦
状
と
カ
ン
パ
が

手
渡
さ
れ
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。 

 

会
場
で
集
約
さ
れ
た
カ
ン
パ

は､

１
９
，
６
１
３
円
集
ま
り
ま
し

た
。 

 

北
九
州
市
長
選
挙
勝
利
、 

労
働
者
大
宣
伝
行
動
の
成
功
を
！ 

  

北
九
州
市
長
選
挙
短
期
決
戦
で

す
。
な
が
た
市
長
の
実
現
を
め
ざ

す
北
九
州
労
働
者
の
会
は
、
安
倍

政
治
に
モ
ノ
が
言
え
る
な
が
た
市

長
を
！
、
働
く
モ
ノ
の
願
い
に
よ

り
そ
う
な
が
た
市
長
を
！､

大
企

業
に
モ
ノ
が
言
え
る
な
が
た
市
長

を
！
、
な
が
た
市
長
実
現
を
め
ざ

す
労
働
者
大
宣
伝
行
動
を
小
倉
駅

南
口
デ
ッ
キ
周
辺
で
行
な
い
ま

す
。 

多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

と 

き 

１
月
２
０
日
（
日
） 

 
 

 
 

１
１
時
か
ら 

と
こ
ろ 

小
倉
駅
南
口
広
場 

 

な
が
た
市
長
の
実
現
を
め
ざ
す
北
九
州
労
働
者
の
会
総
決
起
集
会
に
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加 

政
策
・候
補
者
抜
群 

総
会
で
提
案
、
確
認
さ
れ
た
行
動
提
起
を
１
０
０
％
や
り
き
ろ
う 

組
合
員
、
家
族
、
友
人
、
知
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り
を
い
か
し
た
声
か
け
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
！ 

 

 

 

 
総決起集会は､永冨地区労連議長の 

力強い挨拶で始まりました。 

ながた支持の声かけを投票箱の蓋が閉まるまで

全力をあげる決意をこめてがんばろう 
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県労連からの推薦状を受け取るながた予定候補 

 

 

◆ 期日前投票 

  １月14日（月）～１月２６日（土） 

◆ 投票できる場所と時間 

  各区区役所 8：30～20：00 

  各区出張所 8：30～17：00 

期日前投票を積極的に 



                             

                            

                             

                             

                             

労働法コラム  第４９回  

  

 

 

      黒崎合同法律事務所 

 平 山 博 久 弁護士 

最
近
、
法
律
相
談
を
受
け
る
中
で
、

仕
事
が
原
因
で
精
神
疾
患
を
発
症
す

る
ケ
ー
ス
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
精
神
障
害
と
労

働
災
害
（
労
災
）
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
仕
事
を
し
て
い
る
途
中
に
転

倒
し
て
け
が
を
し
た
場
合
に
労
災
の

認
定
が
な
さ
れ
、
治
療
費
や
休
業
補
償

等
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
怪
我
を
さ
れ
た
場
合
に
職
場
か

ら
そ
の
よ
う
な
労
災
制
度
の
助
言
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
精

神
障
害
の
発
症
に
つ
い
て
も
、
怪
我
と

同
様
に
労
災
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 

仕
事
を
し
て
い
く
中
で
色
々
な
ス

ト
レ
ス
（
心
理
的
負
荷
）
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
精
神

障
害
を
発
症
す
れ
ば
労
災
と
な
る
場

合
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
転
倒

等
に
よ
る
怪
我
と
違
っ
て
精
神
障
害

発
症
ま
で
の
経
緯
が
は
っ
き
り
し
な

い
面
が
あ
り
ま
す
し
、
生
活
し
て
い
く

以
上
は
仕
事
以
外
の
ス
ト
レ
ス
も
あ

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
ど
う
い
う
場
合
に

労
災
と
認
定
さ
れ
る
か
ご
存
じ
で
な

い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
点
、
厚
生
労
働
省
は
、
心
理
的

負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準

を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
認
定
基
準
で
は
、
①
対
象
疾
病

の
発
症
、
②
発
症
前
お
お
む
ね
６
か
月

の
間
に
、
業
務
に
よ
る
強
い
心
理
的
負

荷
が
あ
る
こ
と
、
③
個
体
側
要
因
に
よ

り
疾
病
を
発
症
し
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

①
対
象
疾
病
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

意
見
、
診
療
録
等
の
資
料
、
本
人
・
関

係
者
の
聴
取
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

情
報
か
ら
医
学
的
に
発
症
の
有
無
、
疾

病
名
、
発
症
時
期
な
ど
が
判
断
さ
れ
ま

す
。 

 

②
強
い
心
理
的
負
荷
に
つ
い
て
は
、

厚
労
省
作
成
の
業
務
に
よ
る
心
理
的

負
荷
表
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
）
に
基
づ
き
発
症
６
か
月

前
の
出
来
事
に
よ
る
心
理
的
負
荷
の

強
度
を
弱
、
中
、
強
の
三
段
階
に
区
分

し
、
個
々
の
出
来
事
が
複
数
あ
る
場
合

に
は
総
合
的
に
そ
の
負
荷
を
判
断
す

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
判

断
の
中
で
、
時
間
外
労
働
の
有
無
・
そ

の
程
度
も
含
め
て
検
討
さ
れ
ま
す
。 

発
症
前
６
カ
月
が
原
則
で
は
あ
り

ま
す
が
、
発
症
前
６
カ
月
よ
り
前
の
事

実
で
あ
っ
て
も
、
発
症
に
影
響
す
る
こ

と
を
完
全
に
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
出
来
事
の
連
続
性
が
あ
る
場

合
（
い
じ
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
）
は
、
そ

の
出
来
事
の
開
始
以
降
発
症
ま
で
の
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事
実
を
総
合
評
価
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

 

③
業
務
外
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

②
と
同
様
、
業
務
「
以
外
」
の
心
理

的
負
荷
評
価
表
に
一
連
の
事
実
が
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
事
実
の
有
無
、

そ
の
負
荷
の
強
度
を
検
討
し
て
、
業

務
以
外
の
心
理
的
負
荷
や
個
体
側
の

要
因
が
な
い
場
合
、
又
は
、
そ
の
業

務
以
外
の
心
理
的
負
荷
や
個
体
側
要

因
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て

精
神
障
害
を
発
症
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、
③

の
要
件
を
満
た
す
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

以
上
、
基
準
に
つ
い
て
簡
単
に
整

理
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
注
意
を
要

す
る
の
は
、
認
定
基
準
は
迅
速
か
つ

画
一
的
な
処
理
を
目
的
と
し
て
定
め

ら
れ
た
行
政
認
定
基
準
に
過
ぎ
ず
、

申
請
者
の
立
証
責
任
を
軽
減
す
る
目

的
で
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。 す

な
わ
ち
、
認
定
基
準
は
裁
判
所

を
拘
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
労
働
基
準
監
督
署
で
業
務
外

（
労
災
で
は
な
い
）
と
さ
れ
、
審
査

請
求
に
よ
っ
て
も
労
災
で
は
な
い
と

さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
（
業

務
外
の
行
政
処
分
に
対
す
る
取
消
訴

訟
）
等
で
業
務
上
（
労
災
で
あ
る
）

と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

業
務
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
体
調

不
良
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
医
療
機
関
の
診
断
を
受
け
、
発
症

前
の
出
来
事
や
時
間
外
労
働
等
に
基

づ
い
て
、
業
務
で
あ
る
疾
病
か
（
労

災
で
あ
る
か
）
否
か
に
つ
い
て
検

討
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
え

ま
す
。 


